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今
回
の
「
千
里
第
二
小
学
校
も
の
が
た
り
」
は
、
今
年
が
千

里
第
二
小
学
校
の
創
立
八
十
周
年
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
学
校

側
で
企
画
さ
れ
て
い
る
記
念
事
業
に

つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
皆
様
が
こ
の
会
誌
を
手
に
さ
れ
る
頃
に
は
、
そ
の

一
部
は
実
施
済
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
全
て
は
来
年
の

会
誌
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

続
い
て
、
今
年
が
千
二
小
創
立
八
十
年
に
当
た
る
こ
と
を
知

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
東
谷
先
生
(
勝
司
先
生
・
睦
子
先
生
)

か
ら
貸
し
て
い
た
だ
い
た
千
二
小
創
立
三
十
年
周
年
記
念
誌

(
昭
和
三
十
四
年
発
行
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
黒
川
先
生
親
子

の
寄
稿
文
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
黒
川
高
秀
様
の
お

父
様
は
昭
和
三
十
年
度
の

P
T
A
会
長
で
、
白
蟻
に
蝕
ま
れ
た

千
二
小
の
講
堂
の
建
替
え
に
奔
走
・
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

三
十
一
年
卒
業
の
我
々
二
十
七
回
生
の
卒
業
式
は
、
講
堂
が
危

険
な
状
態
に
あ
っ
た
た
め
青
空
の
下
で
の
式
で
あ
っ
た
こ
と
を

の
第
十
一
号
で
は
千
二
小
と

一
中
の
先
生
で
あ
っ
た
「
小
川
東

吾
先
生
の
こ
と
」
を
書
い
て
下
さ
っ
た
林
裕
三
様
が
、
今
度
は

大
西
先
生
に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大
西
先
生
は

一
中
の
先
生
で
千
二
小
の
教
壇
に
立
た
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う

で
、
林
裕
三
様
も
そ
の
こ
と
を
非
常
に
気
に
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
千
二
小
と

一
中
は
学
域
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
あ
る
意
味
で

最
近
話
題
の
〔
小
中

一
貫
学
校
〕
の
よ
う
な
も
の
。
仲
間
も
ほ

ぼ
共
通
、
と
い
う
こ
と
で
是
非
書
い
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し

ま
し
た
。

も
う

一
人
、
千
里
山
会
員
で
は
な
い
も
の
の
大
阪
在
住
で
千

二
小
卒
業
の
方
が
〔
西
田
慶
二
先
生
〕
に
つ
い
て
書
い
て
下
さ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
体
調
を
崩
さ
れ
今
回
の
登

場
は
先
送
り
と
な
り
ま
し
た
。
西
国
慶
二
先
生
の
お
父
様
は
第

三
代
目
千
二
小
校
長
西
田
慶
太
郎
先
生
で
、
慶
二
先
生
も
第

十
代
校
長
と
し
て
昭
和
五
十
年
四
月
か
ら
同
五
十
三
年
三
月
ま

で
校
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
教
え
子
も
多
い
は
ず
で
す
の
で

是
非
来
年
当
た
り
ど
な
た
か
名
乗
り
を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。

覚
え
て
い
ま
す
。
創
立
三
十
周
年
記
念
誌
か
ら
の
転
載
に
つ
い

て
は
、
黒
川
高
秀
様
の
ご
了
解
を
得
て
お
り
ま
す
。

〔
先
生
の
思
い
出
シ
リ
ー
ズ
〕
と
し
て
、
先
の
東
谷
睦
子
先

生
に
ご
登
場
願
お
う
と
思
い
、
教
え
子
で
あ
る
二
十
七
回
生
・

花
組
卒
業
の
仲
間
に
寄
書
き
風
思
い
出
の
断
片
を
お
願
い
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
何
人
か
の
方
か
ら
貴
重
な
情
報
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
千
里
山
会
員
で
は
あ
る
が
、
順
天
堂
大
学
の
整

形
外
科
主
任
教
授
且
つ
、
母
校
東
大
ア
メ
フ
ト
の
チ

l
ム
ド
ク

タ
ー
と
し
て
多
忙
な
日
々
を
送
ら
れ
て
い
る
た
め
、
今
迄
ほ
と

ん
ど
千
里
山
会
総
会
・
懇
親
会
に
出
席
さ
れ
な
か
っ
た
黒
津
尚

様
が
、
「
私
が
東
谷
先
生
に
つ
い
て
書
く
」
と
名
乗
り
出
て
下
さ

い
ま
し
た
の
で
、
二
段
構
え
で
掲
載
し
ま
し
た
。
黒
津
尚
様
は

黒
川
高
秀
様
の
弟
子
で
あ
り
、
お
二
人
と
も
日
本
を
代
表
す
る

整
形
外
科
医
で
す
。
黒
川
高
秀
様
は
元
東
大
病
院
院
長
で
あ
り
、

黒
津
尚
様
は
皇
后
陛
下
を
診
察
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
お
二
人
の
千
二
小
で
の
高
学
年
時
の
担
任
が
東
谷
勝
司

先
生
と
東
谷
睦
子
先
生
で
あ
り
、
千
里
山
の
凄
さ
と
何
か
不
思

議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。
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最
後
は
こ
の
会
誌
で
も
何
度
か
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
、
昨
年

千
里
山
第
二
小
学
校
創
立
八
十
周
年

記
念
事
業

こ
の
記
念
事
業
に
つ
い
て
現
千
里
山
第
二
小
学
校
の
矢
橋
校

長
先
生
に
手
紙
で
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
ご
丁
寧
な
返
事
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
〔
創
立
制
周
年
準
備
委
員
会
〕
と

し
て
、
予
算
も
鑑
み
な
が
ら
計
画
を
立
て
ら
れ
、

4
月
以
降
は

新
た
に
実
行
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
、
そ
の
中
で
正
式
決
定
と

な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
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②①  

航
空
写
真
を
撮
影
し
、
下
敷
き
等
を
子
ど
も
達
に
配
付

風
船
を
飛
ば
し
、
そ
れ
に
子
ど
も
達
が
手
紙
を
つ
け
交
流

を
図
る
。

正
門
横
に
時
計
を
設
置
し
、
登
下
校
す
る
子
ど
も
達
や
通

勤
途
中
の
方
々
に
役
立
て
る
。

記
念
D
V
D
を
製
作
し
、
記
念
誌
に
替
わ
る
も
の
と
す
る
。

式
典
を
開
催
内
容
や
規
模
、
日
程
は
未
定
な
が
ら
何
ら

・
か
の
形
で
行
う
。
現
時
点
で
は
+
一
月
十
四
日
(
土
)
が

有

力

候

補

だ

そ

う

で

す

。

以

上

③ ⑤④  


